
令和７年度　指定管理者事業評価
	施設名
	大和市障害者自立支援センター

	指定管理者
	社会福祉法人すずらんの会　理事長　矢嶋　正貴

	報告期間
	令和７年４月１日～令和８年３月３１日

	指定期間
	令和３年４月１日～令和８年３月３１日

	施設所管課
	あんしん福祉部　障がい福祉課

	評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか

	○指定管理事業
【就労移行支援事業】
· 利用者や家族と定期的に面談をし、課題の分析・整理を行うとともに、１か月ごとに振り返り面談を実施しています。また、専門資格（社会福祉士、精神保健福祉士）を有する職員を配置し、就労相談員と連携することで、作業訓練のみならず、利用者一人ひとりのニーズや状況に応じた一体的な支援を実施している点を評価します。
· 利用者の満足度や自己肯定感を高めるジョブトレーニングの実施や、より実践に近い形の訓練を目的とした施設外就労の提供、作業習熟度を測る独自の検定試験（ピッキング検定）を導入するなど、利用者が利用期限内に就職できるよう、様々なプログラムを実施しており、１０名もの方が就労につながった点を評価します。
【相談支援事業】
· 専門資格（社会福祉士、精神保健福祉士、公認心理士など）を有する職員を配置し、障がい児者及びその家族からの相談に対し、一人ひとりのニーズや状況に応じた支援を実施しています。また、利用者が有する能力及び適性に応じ、自立した日常生活や社会生活が営めるよう、市内２相談支援事業所や関係機関と連携を図りながら、きめ細かな相談支援を実施している点を評価します。
【就労移行支援事業・相談支援事業共通】
· 施設内に意見箱を設置し、要望、意見、苦情等の利用者の声を聴取しています。また、苦情解決に関する規則に基づき、第三者委員による利用者への聞き取りを実施しています。それらの利用者の声に対し、報告書を作成し、内容や対応結果を明確にした上で運営に生かすなど、継続的にサービスの向上に努めている点を評価します。
○自主事業
【就労定着支援事業】
· 専任の職員を配置し、企業への定期訪問や月１回の対面による面談を実施するなど、利用者の職場での不安感や負担感の軽減に努め、職場定着率を高める支援を実施している点を評価します。
【地域交流事業】
· 障がい児者・福祉関係者だけでなく、地域住民にも親しまれ、障がいのある方との交流が深められる場となることを目指して、喫茶コーナーの運営などの取り組みを実施している点を評価します。
【地域連携事業】
· 市と市内２相談支援事業所との連携の下、自立支援協議会定例会、３専門部会、事務局会議を定期開催しています。また、自立支援協議会の事務局として、「定例会」、「事務局会議」、「意思決定支援部会（設置準備）」を主管し、地域課題の解決に向けた取り組みを実施している点を評価します。
· 自立支援協議会傘下の専門部会において、障がい当事者の方にも参画いただくことで、地域課題の解決に向けた取り組み内容について、当事者目線でのチェックをいただいている点や、障がい者週間において、活動紹介などのパネル展示、福祉事業所による自主制作製品の販売の実施など、啓発活動を継続的に実施している点を評価します。





	評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか

	○指定管理事業
【就労移行支援事業】
· 利用者や家族と定期的に面談をし、課題の分析・整理を行うとともに、１か月ごとに振り返り面談を実施し、利用者の困りごとやニーズに合わせた就労訓練や、訓練に向けた動機づけを行うなど、限られた期間で、利用者がより実践的かつ意欲的に訓練に取り組むことができるよう工夫している点を評価します。
· 施設内での作業として、物流業者と業務委託契約を締結し、個々の能力に応じて、誰でも関わることのできる作業を受注したことにより、より多様な訓練を提供している点や、利用者が自発的に考え、行動できるようなプログラムを構築している点を評価します。
【相談支援事業】
· 就労と生活に関する相談を、効果的かつ効率的に受けることを目的にハローワーク大和が設置する「ワンストップ相談」に相談員を派遣するなど、関係機関との連携強化に努めており、労働と福祉の連携した支援を実施している点を評価します。
· 特に就労相談に重点が置かれ、相談支援事業の利用を通じて１４名の利用者が就職しています。
· 職場定着支援対象者に対して就職後の面談や職場訪問を行うなど、丁寧な対応を実施することで利用者の職場定着に努めており、個々のニーズに即した支援を実施している点を評価します。
○自主事業
【就労定着支援事業】
· 専任の職員を配置し、企業への定期訪問や月１回の対面による面談を実施することで、利用者が職場での不安感や負担感を吐露する機会を設け、溜め込んでしまうことを未然に防止する取り組みを行っている点を評価します。
【地域交流事業】
· 施設内に喫茶コーナーを設け、障がいの有無に関らず地域の方にとっての憩いの場、障がい福祉に興味を持っていただく場として提供し、地域交流のための取り組みを継続的に実施している点を評価します。
· 喫茶コーナーでは市内就労継続支援Ｂ型事業所で焙煎したコーヒー豆を使用しており、自主製作品販売促進の場としても活用している点を評価します。
【地域連携事業】
· 自立支援協議会の事務局として、市や市内の事業所、障がい当事者などと連携して、地域課題の解決に向けた取り組みを行うとともに、支援の方向性の確認や相談員のスキルアップを図るため、相談支援事業所連絡会議を定期開催している点を評価します。

	評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか

	· 『公共建築物「管理マニュアル」』に基づく定期点検など、適切な施設の維持管理が行われています。
· 「大和市環境マネジメントシステム」に基づき、環境に配慮した施設運営が行われています。
· 館内利用者を対象に、火災、地震想定の防災訓練を各１回実施し、避難訓練や消火訓練を行っています。また、法人全体としても、災害時を想定した法人内の情報伝達訓練等を行うことで、災害時の被害を最小限に留めるための取り組みを行っています。

	
評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか

	· 社会福祉士や精神保健福祉士、公認心理士などの専門資格を有する職員を適正に配置し、利用者目線に立った施設の管理・運営を安定的に行っています。
· 職員を適正に配置し、利用者一人ひとりのニーズや状況に応じたサービス提供を行うことで、計画を上回る収入を確保しています。また、自主事業である「就労定着支援事業」においては、前年度決算と比較しても収入が増加しており、多くの利用者の支持を得た施設経営を行っているものと評価します。





